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　私は平成28年４月１日より中谷正史前院長のあとを受け順心淡路
病院院長に就任いたしました。改めて日々その責任の重さを痛感して
おります。当病院は平成10年７月の開院以来一貫して地域密着型の
医療を展開し、平成27年４月順心淡路病院と改称して現在172床（一
般病床60床、医療療養病床112床）で運営しています。また付近に
は同じ「順心会」の施設として淡路白寿苑（老人保健施設・100床）、
居宅介護支援センター、訪問看護ステーションなどがあります。
　当院で私は大きく３つの基本方針を掲げています。第１の方針は救

急医療の充実です。当院は以前より地域の救急医療の一角を担って参りましたが、平成28年３
月に救急告知病院として認可されたことを機にさらなる救急患者の受け入れを目指します。
　つまり自宅や施設で急に体調不良となった患者さんの救急搬送や診療所の先生からのご紹介を
時間内・外に係わらずお受けするということです。また４月より常勤医として脳神経外科の行田
医師が赴任し、近年増加している脳卒中に対する急性期治療に一層力を入れることが出来るよう
になりました。
　第２の方針は他病院（主として兵庫県立淡路医療センター）での急性期の医療を終えた患者さ
んのリハビリテーションを受け持つことです。リハビリテーションの重要性は脳卒中治療後や整
形外科的な手術後は言うまでもありませんが、他の疾患でも高齢者は特に入院加療によってとも
すれば全身の筋力が衰えADLも低下気味ですので必要となります。当院のリハビリテーション
課では患者さんが１日でも早く日常の生活に復帰できるべく、質の高い計画されたリハビリテー
ションを提供しております。
　第３の方針は「順心会」の掲げる目標の一つでもありますが、地域の方々に継ぎ目のない医療・
介護を提供することです。皆さん良くご存じの事と思いますが、淡路圏域の高齢化率は2015年
時点日本でもトップクラスです。高齢者特に超高齢者（80歳以上）の患者さんが急性期の医療
が終わって在宅復帰されるには様々な事情（身体的・家庭的）があって困難な場合が多いことも
良く経験することです。当院では新たに「地域支援センター」を設立し、患者さんとそのご家族
の意向に沿った最適のご提案をさせて頂いて退院支援しその実現に向けて力を発揮していく所存
です。自宅退院された後も「訪問診療」「訪問看護」などを手厚くすることでしっかりと支援さ
せて頂きます。順心淡路病院は今後も病診連携・病々連携・消防署との連携を強化して地域の方々
に安心で安全な医療・介護を提供させて頂くために職員一同頑張っていきたいと思いますので宜
しくお願い申し上げます。　　　　　　　　

院長　　松　井　祥　治

院長就任のご挨拶



病 院 だ よ り

　４月１日より順心淡路病院の
事務長代理として就任いたしま
した。
　医療法人社団順心会に入職し
て、関西看護医療大学、法人本
部、順心病院、関西総合リハビ

　４月に看護部長として赴任して参りました。
　真っ青な海を眼下に明石海峡大橋を渡って淡路島島内
に一歩足を踏み入れると、のどかな風景とともに澄み
切った空気が心地よく体中を包んでくれます。そして、
順心淡路病院に一歩足を踏み入れると、決して新しいと
は言い難い建物ですが、ふわっと温かな笑みが心地よく
来る人を迎え入れてくれ、安心感を感じながら仲間入り
しました。
　順心淡路病院は、救急に力を入れると同時に、療養型
病棟を開設し、地域に根差した役割を担う病院です。当

　平成28年４月１日に
順心淡路病院に事務長
として入職し、早や
３ヶ月が経ちました。
　入職前は、42年間淡
路市役所に勤務してお
りましたが、医療・福
祉分野での勤務経験が
ほとんど無かったた
め、当初は戸惑いも多
かったのですが、よう

　当院では、脳出血・脳梗塞をはじめとする
脳血管障害・頭部外傷・めまい関連疾患及び
認知症等を担当しております。更に４課の療
養病棟も受け持っております。
　日本は世界に類を見ない速度で高齢化が進
行しています。淡路島も同様で認知症の患者
様もそれに伴い増加していると考えられま
す。予防には運動が効果的で、その他糖尿病・
メタボリック症候群・うつ病等の治療も有効
と考えられています。
　正常圧水頭症・慢性
硬膜下血腫・脳腫瘍な
どによっても認知障害
を来します。
　早期診断・早期治療
が効果的ですので、気
軽にお声かけください。

院の理念である「地域医療の充
実をはかり、安全で信頼される
医療を目指します」をモットー
に地域の皆様の健康を守り、何
かあれば「24時間いつでも駆け
込める」病院となるよう、何よ
り看護部門として「安心とやす
らぎ」を感じていただける病院
を目指していきたいと思ってお
ります。至らない点も多々ある
かと存じますが、「どしどし」
御指摘・ご指導頂きますよう、
よろしくお願いいたします。

４月より着任しました

リテーション専門学校と勤務し今回の順心淡路病院
で５施設目となります。　
　団塊の世代が75歳以上となる2025年に向けて、各
自治体では、地域の特性・実情に応じた地域包括ケ
アシステム構築へ向けた取組みが進められていま
す。淡路島の中央に位置する病院として、病院機能
的にまた立地的にどのような役割が求められている
かを常に意識しながら、他施設での知識と経験を活
かし、地域の皆様から選ばれ信頼される病院づくり
を目指し精一杯努力してまいりますので、ご指導ご
支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

やく慣れてきたところです。
　当院は平成10年７月に開院以来、地域密着型病
院として、地域ニーズに沿った事業展開を行って
いますが、４月には、松井祥治新院長が就任され、
さらなる救急患者の受け入れ、退院後の支援、リ
ハビリテーションの強化など職員一同新たな気持
ちで取り組んでいるところです。
　私としても、患者様のことを第一に考えなが
ら、病院スタッフ、医療関係者、行政機関との連
携を深めるとともに環境整備に努めるなど、事務
長として職責を果たせるよう努力してまいります
ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

事務長
土 井 五 郎

脳神経外科
行 田 明 史

事務長代理
村 川 嘉 一

看護部長
弁野 由起子



救急受入について
　冒頭の新院長の挨拶の通り、本年３月には救急告知病院の認可を受け、救急医療の充実に職員一丸と
なって取り組んでいます。本院の基本方針の一つに掲げております「急性期医療と救急医療を担い、地
域の需要に応える」ことが、地域医療を担う本院の重要な使命であると考えているからです。
　４月より常勤医として脳神経外科医も加わり、脳卒中を始めとする脳神経外科的疾患や、従来の整形
外科疾患、消化器を始めとする腹部疾患、肺炎等の呼吸器疾患、心不全や心筋梗塞などの心臓・循環器
疾患、糖尿病を始めとする内分泌・代謝疾患など、救急医療を要する幅広い疾患に対応可能な体制を整
えております。
　また、各種レントゲン検査や血液・生理機能検査など、技師の時間外オンコール体制も整えており、

常時適切な診断と治療を行うことが可能です。ただ
し、診断と初期治療を行った後、より高度な診断・
治療が必要と判断した場合には、緊密な連携関係に
ある県立淡路医療センターなどの高次医療機関へ紹
介・搬送させて頂くこともございます。夜間・休日
などのいわゆる時間外においても、電話でのご相談
や救急要請に対しては、原則受け入れますので、緊
急時や強い症状などでお困りの場合はいつでもご連
絡下さい。

救急部長 兼 副院長　　西　庄　　　勇

リハビリテーション課 課長 理学療法士　　葊　岡　幸　峰
　右手が不自由（麻痺）な患者さんが懸命なリハビリを行って、フォークやスプーンで食事が食べられ
るまでに回復されました方の話しを紹介いたします。本人は箸（はし）で食事ができるようにと強く望
まれており、理由を聞くと「フォークで刺身を食べてもおいしくない」と言われました。本人の希望と
は裏腹に手の麻痺が残存しているため一般的な箸を使用することは困難でした。そこで麻痺でも使用が
可能な福祉用具の箸（図１）を紹介したところ、いまでは、その箸を使って刺身以外の物でも食べられ
るようになったと喜んでおられます。わずかな工夫で生活の質が向上することがあります。食事でお困
りの際は、一度リハビリテーション室にお越しいただき、お気軽にご相談下さい。

食事とリハビリテーション

図１  紹介した箸 図２  食事に関わる自助具（一部）



◎外来診察について

診察
時間

受付
時間

午前（9〜12時） 午後（16時〜18時）
8時30分〜11時30分 15時30分〜17時30分

月 総合科

外科
整形外科
（第1・3週）

内科

脳神経外科
【予約】
歯科口腔外科

中谷

片川

植田

川口知己

行田

米澤

内科 川口知己

米澤

火
乳腺外科
内科

外科

宮川
市橋

川口知己

西庄

乳腺外科 宮川

総合科 担当医
外科 西庄

水

内科 向田 内科 向田

【予約】
糖尿病内科

外科

川口侃

松本

川口侃

外科 松本

木

皮膚科 神保

内科 向田

金 糖尿病内科 川口知己

内科 向田

外科 木下

南川

内科 向田

外科 木下

南川

脳神経外科

循環器内科 佐野(第1週)、溝口(第2週)
田原(第3週)、大岡(第4週)、寺下(第5週)

第1・3週(9：00〜12：00)
担当医

土

地域医療連携室より
　連携室では、治療中・治療を終えた患者様が、一日でも
早く「在宅生活」「社会生活」に復帰できるように、様々
な相談に応じております。
　病気や障害により今までどおりの生活を営むのが難しい
方とは、本人・ご家族とじっくりと話合いを持ちます。そ
して、医療・看護・リハビリ・介護等の多様なサービスを利
用して、生活を再構築するお手伝いをさせていただきます。
　患者様のニーズに合わせたサービスの提供を心がけてお
りますので、気軽に何でもご相談下さい。

　　　　　　　　　　　（室長　江原　潤）※土曜日の診療時間は9：00〜12：00(受付時間は8：30〜11：30)
※担当医師により診療時間の変更や休診の場合もありますので、
　あらかじめお電話でご確認ください、

医療法人社団 順心会

順心淡路病院編集／発行 〒656-2156　兵庫県淡路市大町下66- 1
TEL.0799-62-7501(代表) FAX.0799-62-7502
ホームページアドレス http://www.junshin.or.jp

外科

４

平成28年７月１日より

せらしお

外科 片川(松井)

総合科 松井

脳神経外科 行田

外科 片川 外科 松井(片川)

総合科 松井
脳神経外科 行田

整形外科 牧野(第2・4週)
担当医　西庄／片川(第1・3・5週)、松井(第2・4週)

行田(第1・3・5週)、潤井(第2・4週)

（9：00〜12：00）

（9：00〜12：00） （13：30〜17：30）

【予約】
歯科口腔外科

整形外科
（10：00〜12：00）

市橋整形外科
（10：00〜12：00）

【予約】
糖尿病内科

（15：00〜17：00）

市橋整形外科
（10：00〜12：00）

【予約】
糖尿病内科 川口侃 川口侃

【予約】
糖尿病内科

（15：00〜17：00）

【予約】
歯科口腔外科 米澤
（9：00〜14：00）

【予約】
歯科口腔外科
（9：00〜12：00） （14：00〜18：00）

【予約】
歯科口腔外科

【予約】
歯科口腔外科

　一緒に頑張っていただける職員を募集
しています。

看護師・准看護師・
看護補助・理学療法士・
作業療法士募集

http://www.junshin-recruit.jp

☎0799-62-7501


